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https://zoom.us/
https://utelecon.github.io/oc/
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https://www.sh01.org/ja/teaching/
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http://www.sp.ipc.i.u-tokyo.ac.jp/
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https://www.youtube.com/watch?v=vUtEW6OTQL
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https://signalprocessingsociety.org/
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入力 に対して写像 によってなんらか
の処理を行い，出力 を生成する



➢

音声や雑音の性質をうまく利用して音
声のみを抽出するような処理を行う



➢

音声信号のパターンに対して，対応する
テキストを出力するような関数を教師

データを用いて学習する



https://www.nao.ac.jp/news/science/2019/20190410-eht.html
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ある音源位置から
右耳までのHRTF

音源から外耳道入口/鼓
膜までの伝達特性

受聴者がいない状態での
頭部中心までの伝達特性
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https://www.kango-roo.com/sn/k/view/1720
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ITD・ILDだけでは前後・上下方向を同定することはできな
い
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音源の方向によってHRTFの振幅スペクトルは大きく変化
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• 無響室などで外耳道入り口
に設置したマイクを用いて
各スピーカからのインパル
ス応答を計測

• 実際のスピーカでデルタ関
数（パルス波）を出力する
ことは難しいので，swept 
sine信号やM系列信号など
を用いることが多い

http://www.riec.tohoku.ac.jp/pub/hrtf/
https://www.ece.ucdavis.edu/cipic/spatial-sound/hrtf-data/
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人間はたくさんの音が混ざり合っている状況でも
音声を選択的に聴取できる



➢

音源やマイクの位置関係などの情報が未知の状態で，
（複数の）マイク信号のみから各音源の信号を分離
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